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研究成果の概要：本研究では製品設計、工程設計、物流設計およびｻｰﾋﾞｽ設計を製品ﾌｧﾐﾘｰﾂﾘ

ｰと部品表により統合化し、開発･設計、生産、購買･外注およびｻｰﾋﾞｽの各ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽを
戦略的に管理でき、国際的な競争優位を維持･向上できる人材を育成するための教育ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑの開発、運営、評価および改善法を提案して、２年間、２回の受講者２４名の理解度と
満足度向上の点からその有効性を検証できた。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００８年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,900,000 870,000 3,770,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学・社会システム工学・安全システム 
キーワード：(1)経営工学,(2)製造中核人材育成、(3)教育プロプラム、(4)生産工程管理者、 

(5)部品表、(6)スケジュ－リング、(7)技術伝承 
 
１．研究開始当初の背景 

本研究に関連する従来の主要な研究領域は
大別するとProduct Lifecycle Management(P
LM)に関する研究分野と教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発に関
する研究分野の２つになるが、その問題点と
して以下の事項が指摘される。 
(1)これまでのPLMは開発、生産、販売･ｻｰﾋﾞｽ

といった業務活動の結果を部品表化してこ
れをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとして各種業務の情報支援の
域を脱していない。従って、わが国製造業
がその強みとしてきた各業務の現場での創
意工夫を支援し、これを知識化する機能をｻ
ﾎﾟｰﾄするPLMの理論の体系化が必要である。
一方、品質機能展開（QFD）の研究でも結果

としての品質表やFMEAが問題の中心であり、
これらを作り出すためのプロセスの検討は
行われていない。 

(2) 教 育 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ 開 発 に お け る
Instructional Design(ID)ﾓﾃﾞﾙなどの研究
ではｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰや学習教育目標の設定から
教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発に至るﾌﾟﾛｾｽの検討法
は明らかにされておらず、教育ニーズの変
化に対応した教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをどのように開
発、運営、改善していくのかの問に必ずし
も明快に回答していない。 

 
２．研究の目的 
本研究では製品設計、工程設計、物流設計お
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よびｻｰﾋﾞｽ設計を製品ﾌｧﾐﾘｰﾂﾘｰと部品表によ
り統合化し、開発･設計、生産、購買･外注お
よびｻｰﾋﾞｽの各ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽを戦略的に管理
でき、国際的な競争優位を維持･向上できる
人材を育成するための教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発、
運営、評価および改善法を提案する。 
 
３．研究の方法 
(1)商品特性から設計用部品表およびｻｰﾋﾞｽ用

部品表を作成するために、これまで開発し
てきたﾕｰｻﾞｰﾆｰｽﾞを基礎に、製品特性とサー
ビス特性を商品特性→技術特性展開し、こ
れを組み合わせて新たな価値創造を行う価
値特性展開法を開発する。 

(2)技術特性から設計用部品表（図面管理用部
品表）を作成するためにこれまで製品ﾌｧﾐﾘ
ｰﾂﾘｰと技術特性→工程特性展開を簡便に行
うためのIT治具を開発する。 

(3)技術特性から製造用部品表を作成するた
め、これまで研究を進めて来た工程特性の
品質情報に加工手順、加工時間ﾃﾞｰﾀを組み
込み、FMSｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰﾀと統合するため
のｿﾌﾄｳｪｱの開発を行う。 

(4)技術特性から購買・外注用部品表を作成し、
これを所要量展開と発注・在庫ｼﾐｭﾚｰﾀに連
動させる簡易なｿﾌﾄｳｪｱを開発する。 

(5)上記各種部品表は開発・設計、生産、調達 
の現場ﾉｳﾊｳを獲得し知識化するための簡易 
なﾂｰﾙでもある。このﾂｰﾙで国内各地の先端 
的ものづくり現場での知識獲得を行い、工 
程管理技術の伝承と人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの副 
教材化法を明らかにする。 

(6)教育ﾆｰｽﾞに対する充足度の評価法として 
受講者の学習目標達成度、現場実習協力企 
業の改善成果満足度、受講者所属組織の満 
足度を基準にした方式を提案、検証する。 

(7)この評価結果に基づき、学習目標、教材、 
授業運用ﾏﾆｭｱﾙ、担当教員、実習現場の選択、 
改善を系統的に行う方式の試作、検証を金 
沢工業大学大学院のｶﾘｷｭﾗﾑで行う。 

(8)現場実習で作成した様々な事例教材ｹｰｽ 
化し、ﾗｲﾌﾞﾗﾘ-化する方法の開発と検証を 
行う。 

(9)こうしてｽﾄｯｸされた工程管理技術のｹ-ｽ 
およびﾗｲﾌﾞﾗﾘ-を地域で知財化し、技術伝 
承するとともに価値伝承できる大学、企業、 
コンサルタントおよび行政の連携化方式 
を提案し、実施案の作成を行う。 

 
４．研究成果 
(1)ﾕｰｻﾞｰﾆｰｽﾞを基礎に製品設計を行い，これ

を図面化し図面管理業務に展開するための
設計用部品表，製造用部品表と購買用部品
表にﾘﾝｸ可能とするｿﾌﾄｳｪｱを開発し，教材化
できた。このｿﾌﾄｳｪｱを使った演習ﾃｷｽﾄを以
下のｻｲﾄでWeb公開ﾃｷｽﾄとした。 

http://w3e.kanazawa-it.ac.jp/jinzai/ 

(2)北陸地域の製造業における図面管理の事
例を収集し，図面管理ｼｽﾃﾑの改善法の教材
化した．この図面管理ｼｽﾃﾑの改善法はｼｽﾃﾑ
を３段階評価した上で、各段階での問題点
事例とその改善法を対応付けてあるため、
受講者の所属組織での図面管理ｼｽﾃﾑの現状
と目標設定および改善法を容易に理解する
ことができる。これを受講者が自社事例に
適用する演習結果を更にﾃｷｽﾄ化して、図面
管理ｼｽﾃﾑの継続的ﾃｷｽﾄ改善が行えた。 

(3)設計用部品表を製造用部品表に自動的に
展開し，Flexible Manufacturing System
を前提とした工程および金型負荷計画およ
び日程計画用ｼﾐｭﾚ-ﾀを開発した。このｼﾐｭﾚ
ｰﾀはﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ製造業の受講者が改善課題に
適用し、その有効性と汎用性を検証するこ
とができた。 

(4)設計部品表から購買用部品表を作成し、
発注・在庫ｼﾐｭﾚｰﾀを開発した。このｼﾐｭﾚｰﾀ
はｽﾄﾗｸﾁｬ部品表を使って、ﾚﾍﾞﾙ･ﾊﾞｲ･ﾚﾍﾞﾙ
法を基礎にして部品展開するものである。
また、部品ﾚﾍﾞﾙの部品共用化の視点から、
共通部品の検索機能も有している。購買用
部品表には購買先の品質、納期および単価
情報以外に各社が購買管理上考慮する情
報項目が設置されており、購買管理業務の
改善の示唆も得られることが、実習ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑを通じて確認された。 

(5)北陸地域の特徴的製造業分野である製薬
業の研究開発事例を基礎に企業連携による
製品開発・販売革新のｹｰｽ教材を開発した。
この教材は、工程管理者としてProduct 
InnovationとProcess Innovationの２面か
らの革新能力を育成する目的を有している
が、従来の製品開発事例の組立、機械加工
業、成形加工業に化学ﾌﾟﾛｾｽ工業が加わった
ことでﾃｷｽﾄの対象範囲を拡大できたと共に、
中小企業の製品開発ﾊﾟﾀｰﾝとして多く見ら
れる企業連携による製品開発事例としての
教材としても有効である。 

(6)教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの継続的改善のために以下
の満足度調査ｼｽﾃﾑをWeb化し、開発、導入
した。 
①受講生を対象に受講前、受講中および

受講後の満足度調査、 
②実習現場受入企業担当者を対象とした

ｺｰｽ終了後の満足調査、 
③受講者派遣元上司を対象とした、ｺｰｽ終

了後一定期間後の満足調査、 
(7)受講中の受講者ｱﾝｹｰﾄWebｼｽﾃﾑと受講者

へのｱﾝｹｰﾄ結果に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ方式と
して電子ﾒｰﾙによるﾁｭｰﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑとを連
動させる方式を開発し、導入した。 

(8)上記の開発教材およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ改善方式
を以下のｺｰｽ運営で実施し、その有効性を
２年間、２回の受講者２４名の理解度と
満足度向上の点から検証できた。 



 

 

①平成 19 年度：平成 19 年 9 月 22 日～11
月 3 日、全 7 回 32 時間,内実習 12 時間、
受講者 14 名（内大学院生４名）、石川県
産業創出支援機構の石川県産業大学講
座・技術ｾﾐﾅｰ実践生産管理技術講座とし
て実施した。 

②平成 20 年度：平成 20 年 8 月 30 日～11
月 1日、全10回 42時間,内実習18時間、
受講生 10 名（内大学院生 0名）、金沢工
業大学情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所製造中核人材
育成ｾﾐﾅｰとして実施した。 

(9)以上の成果を基礎に今後の展望としては
以下の事項が上げられる。 
① 修了生を対象とした継続的専門職能向

上プログラムの開発を行う、 
② 修了生をインストラクタ―として当該

プログラムを運用するためのシステム
の検討を通じ、人材育成層の増強策の
検討を行う、 

③ 本プログラムを上記①と連動させるた
めには、受講者のキャリアデザインを
受講者派遣元企業の人材育成策と関連
付ける必要がある。このためのポート
フォリオシステム*の提案と関係者間
の協議の場を設定する。 

 ＊ポートフォリシステムとは専門職におけ
る必要能力とその習得プロセスを PDCA
サイクルを回しながら人材育成プログラ
ムの選択と達成度確認および目的達成の
ためのアドバイスサービスを含むシステ
ム。 
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